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年後に備えて
 今、できること



介護保険のサービス
・施設介護サービス（特養・老健等）
・地域密着型介護サービス	 	
	 （認知症GH、小規模多機能等）

・福祉用具購入
・住宅改修
・居宅介護サービス計画（ケアプラン）
・居宅介護サービス	 	
	（通所介護・訪問介護・短期入所等）

高齢者人口と高齢化率の推移
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団塊の世代
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前
橋
市
で
は
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
以

下
、「
総
合
事
業
」）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

総
合
事
業
は
、
介
護
保
険
制
度
が
抱
え
て

い
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ

た
も
の
で
、
❶
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
❷
介

護
保
険
給
付
の
抑
制
を
主
な
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
全
国
一
律
で
あ
っ
た
介
護
保
険
制
度
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
、
創
意
工
夫
に
よ
り
そ

の
市
町
村
に
適
し
た
も
の
に
改
良
す
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
団
塊
の
世
代
が
効
果
的

な
介
護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
介
護

保
険
の
サ
ー
ビ
ス
に
頼
ら
ず
に
日
常
生
活

を
送
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

意
識
し
た
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
予
防・日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
と
は
？

　
日
本
で
は
、
諸
外
国
に
比
べ
て
高
齢
化
が
非
常
に
進
ん
で
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
。
内
閣
府
発
行

の
平
成
29
年
版
高
齢
社
会
白
書
に
よ
る
と
、
現
在
の
日
本
全
体
の
高

齢
化
率
は
、
27
・
３
％
。
約
25
年
後
に
高
齢
者
数
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

４
，
０
０
０
万
人
弱
が
65
歳
以
上
に
な
る
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

　
平
均
寿
命
が
延
び
、
出
生
数
は
減
少
す
る
状
況
の
中
、
40
～
50
年

後
の
高
齢
化
率
は
、
40
％
に
迫
る
勢
い
で
す
。

　
前
橋
市
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
現
時
点
で
の

具
体
的
な
数
字
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
が
住
む
前
橋
の
未
来

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

高
齢
化
に
関
す
る
前
橋
市
の
現
状

数字で
見る

2ndステップ

団塊の世代が元気に活躍することで…
・健康寿命が延びる
・現役世代の担い手不足をカバーで
きる

介護保険給付の抑制
（介護保険財政の限界を乗り越える）

　 総 合 事 業 の 目 的 　

1stステップ

団塊の世代の方々が…
地域での役割を持ち、社会参加をする
ことで、生きがいの創出や介護予防に

2ndステップ

制度が柔軟になることで…
従来の介護保険事業所に加え、民間
法人・NPO・ボランティア団体・地縁
組織などサービス提供主体が多様に

サービスの充実
（画一的なサービスの限界を乗り越える）

1stステップ

軽度者向けのサービスが…
画一的な介護保険制度から、創意工
夫が可能な市町村事業に

世代別人口構成のグラフ
（国立社会保障・人口問題研究所作成）

急激な高齢化 画一的なサービス

　総人口は、約10年前から減少傾向で、ピーク
時から約１万人減少しています。高齢化率は、介
護保険制度が始まった平成12年から３年ごとに
1.5％～2.0％ずつ上昇し、40％弱まで上昇すると
見込まれています。
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　介護保険料は、主に介護保険サービ
スの利用量によって増減します。介護
保険制度が開始されてから、介護保険
料は既に２倍以上になっています。こ
のまま保険料が上昇し続けると、制度
の維持が難しくなってきます。

　要介護認定者数は、高齢化の進展とともに、右肩上がりで増加しています。ただし、総合
事業が始まったことにより、要支援１・２相当の方は、認定申請を経ないでサービスの利用
ができるようになったため、平成29年度では、要支援１・２の認定者数が減少しています。
　要介護認定率は、過去５年17％台で推移しています。反対から見ると、高齢者のうち８割
以上の方は、介護保険を利用せずに生活していることになります。

要介護認定者数・認定率の推移介護保険料の推移
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　「
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
、

誰
も
が
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
続
け
る
」
と
い
う
“
地
域
包
括
ケ
ア
” 

の
理
念
を
カ
タ
チ
に
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
在
宅
生
活
の
限
界
点
を
上
げ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
助
・

互
助
・
共
助
（
公
助
）
を
必
要
な
人
に
必

要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
過
不
足
な
く
届
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
支
え
が
必
要
な
人
ほ
ど
、「
助
け
て
」

と
い
う
声
を
あ
げ
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
タ
イ
ム
リ
ー
な
支
援
の
た

め
に
は
、
介
護
の
専
門
職
の
目
だ
け
で
な

く
、
日
頃
か
ら
の
気
遣
い
に
よ
り
生
ま
れ

る
地
域
か
ら
の
目
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
制
度
（
共
助
）
を
一

度
利
用
し
始
め
る
と
、“
支
援
さ
れ
る
人
”

に
な
り
が
ち
で
す
。
制
度
に
依
存
す
る
だ

け
で
な
く
、自
ら
行
う
介
護
予
防
（
自
助
）

や
、
互
い
に
助
け
合
う
生
活
支
援
（
互

助
）
を
上
手
に
活
用
し
、
ト
ー
タ
ル
で
高

齢
者
の
暮
ら
し
を
維
持
す
る
視
点
が
必
要

で
す
。

　
そ
し
て
何
よ
り
、
共
に
生
活
す
る
地
域

の
一
員
と
し
て
、
誰
も
が
役
割
を
持
て
る

社
会
が
で
き
れ
ば
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

前
橋
市
が
目
指
す
高
齢
者
福
祉
の
カ
タ
チ

期間 基準月額保険料

第1期 H12-14 2,792円

第2期 H15-17 3,100円

第3期 H18-20 4,067円

第4期 H21-23 3,725円

第5期 H24-26 4,825円

第6期 H27-29 5,783円

第7期 H30-32 ? ? 円

介護保険制度
（共助）

生活支援
（互助）

介護予防
（自助）

措置制度

介護保険制度 介護予防

過 去

将 来

現 在
⇒保険財政、制度の
　限界により行き詰まり

⇒心身機能維持に
　社会参加の観点が加わる

⇒サービスの量・質の
　限界により行き詰まり

⇒世帯構成の変化や
　就労環境の変化などにより行き詰まり

復活（生活支援体制整備事業 ）

進化（総合事業 ） 進化（総合事業 ）

衰退

 在宅生活の 
 限界点を上げる 

（地域包括ケアの理念 ）

地域・家族の支援
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失
わ
れ
つ
つ
あ
る
地
域
や
家
族
に
よ
る

高
齢
者
の
支
援
を
、
い
か
に
し
て
取
り
戻

せ
る
か
を
考
え
る
の
が
、「
生
活
支
援
体

制
整
備
事
業
」
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
国
や
市
町
村
と
い
っ
た
行

政
機
関
は
、
公
平
・
公
正
・
平
等
な
運
営

を
必
要
以
上
に
重
視
す
る
あ
ま
り
、
と
き

に
住
民
自
治
に
干
渉
し
、
本
来
あ
る
べ
き

住
民
自
治
の
形
を
歪
め
、
地
域
の
力
を
損

ね
て
き
て
し
ま
っ
た
面
も
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
そ
の
反
省
か
ら
、「
生
活
支
援
体
制
整

備
事
業
」
で
は
、
地
域
の
方
々
と
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
が

一
緒
に
な
っ
て
、
地
域
の
困
り
ご
と
を
題

材
に
、
解
決
に
向
け
て
話
し
合
い
、
時
代

の
変
化
に
合
わ
せ
た
高
齢
者
支
援
の
在
り

方
を
考
え
る
手
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
を
進
め
る
こ
と
で
、
超
高
齢

社
会
を
乗
り
切
る
真
の
力
が
、
行
政
に
も

地
域
に
も
備
わ
っ
て
く
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
と
は
？

　
介
護
保
険
制
度
が
成
熟
度
を
増
す
こ
と

で
、
高
齢
者
支
援
の
中
心
は
地
域
・
家
族
に

よ
る
支
援
か
ら
専
門
職
に
よ
る
支
援
の
流
れ

が
強
ま
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
同
時 

に
、
福
祉
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
・
複
雑
化
し
、 

一
対
一
の
個
別
支
援
で
は
対
応
が
難
し
く
な
っ 

て
き
て
い
る
現
状
も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
更
に
少
子
高
齢
化
が
進
む
こ
と
が

確
実
な
中
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
社

会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
専
門
職
の
力
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
応
援
が
必
要
で
す
。
み
ん

な
が
持
っ
て
い
る
力
を
少
し
ず
つ
持
ち
寄
る

こ
と
で
、
新
た
な
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
た
高
齢
者
支
援
の

在
り
方
が
、
今
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
民
協
働
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト

内容　「住民同士が、
地域の困りごとを、

解決に向けて話し合う」
事業

効果

1
地域の全体が見えてくる
（“知る”ステージ）

効果

3
地域の活動が生まれる
（“動く”ステージ）

効果

2
地域への視点が変わる
（“気付く”ステージ）

世界に類を見ない高齢化
包括ケアの時代（自助・互助による
福祉サービス）現在～10年後？
⇒地域・家族の支援を現代版に改良
し、担い手の減少をカバー

人口減少を伴う高齢化
？？の時代（次世代の福祉サービス）

高齢化の始まり
措置の時代（行政処分としての福祉
サービス）～平成12年
⇒高齢化の進展により、行政だけで
はニーズへの対応が困難に

本格的な高齢化
介護保険の時代（自己選択としての
福祉サービス）平成12年～現在
⇒保険制度の成熟化の一方、地域・
家族による支援が弱まる

今ココ
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互助

共助

自助

公助

高齢者の生活に
おける不安要素

専門機関の支援

庭の手入れが
できない

瓶の蓋が
開けられない

電球の交換が
できない

将来の漠然と
した不安

相談相手が
いない

生活に
メリハリがない

楽しみがない

体力が
衰えてきた

判断能力が
落ちてきた

階段昇降が
辛い

足・腰が痛い

物忘れが増えた

体重が
減少してきた

相続の手続きが
分からない預貯金が少ない

徘徊する
家族がいる

金銭管理が
できない

1人でお風呂に
入れない

1人で着替えが
できない

掃除が
できない

車の運転が
怖い

ゴミ出しが
できない

食事が
作れない

耳が遠い

血圧が高い

失禁してしまう

服薬管理が
できない

食欲がない

持病がある

虫歯がある

骨折している

特殊詐欺に
引っ掛かるかも

居場所がない
墓参りに行けない

身寄りがない

寂しい

犬の散歩が
できない

買物に
行けない

説明書が
読めない

文字・書類が
書けない

　
現
代
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
端
末
機
器
を
通
じ
て
、
人
と
人

と
が
簡
単
に
つ
な
が
れ
る
時
代
に
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
介
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
若
年
層
の
間
で
は
日

常
で
あ
り
、
生
活
上
欠
か
せ
な
い
ツ
ー
ル

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
用
い

た
つ
な
が
り
は
、
世
界
中
の
人
々
と
の
交

流
を
、
そ
し
て
距
離
を
超
え
た
交
流
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
可
能
に
し
た
点
に
お
い

て
、
大
き
な
意
味
が
あ
り
、
個
人
が
情
報

発
信
者
と
し
て
の
地
位
を
持
つ
よ
う
に
ま

で
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
従
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
主
流
で
あ
っ
た
人
と
人
と
の
接
触
を

介
し
た
交
流
は
、
年
々
そ
の
存
在
感
が
薄

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
社
会
が
成
熟
し
、
便
利
な
世
の
中
に
な

れ
ば
な
る
ほ
ど
、
直
接
的
な
交
流
が
な
く

て
も
、
日
々
の
暮
ら
し
は
成
り
立
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
で
も
そ
れ
は
、
私
た
ち
が
望

ん
で
来
た
結
果
で
も
あ
り
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
カ
タ
チ
が
変

わ
り
、
何
を
失
い
、
何
を
得
た
の
か
。
皆

さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
？

つ
な
が
り
は
あ
り
ま
す
か
？

　

前
橋
市
で
は
、「
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
」
を
平
成
28
年
度
か
ら
開
始
し
て
い

ま
す
。
高
齢
者
福
祉
を
仕
事
と
し
て
い
る

専
門
職
が
現
状
把
握
を
行
っ
た
う
え
で
、

平
成
29
年
度
か
ら
地
域
住
民
の
方
々
と
の

懇
談
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
あ
る
各
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

（
協
議
会
数
＝
23
）
を
ベ
ー
ス
に
、
平
成

29
年
度
は
11
、
平
成
30
年
度
は
12
の
地
区

で
、
順
次
進
め
て
い
ま
す
。

　
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
の
皆

さ
ま
全
員
が
会
員
で
す
。
地
域
の
こ
と
を

知
り
た
い
、
地
域
の
方
と
つ
な
が
り
た

い
、
地
域
の
困
り
ご
と
を
解
決
し
た
い
方

は
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

各
地
域
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
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総
合
事
業
が
始
ま
る
よ
り
も
前
に
、
既

に
高
齢
者
支
援
に
先
駆
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
団
体
が
あ
り
ま
す
。

　
各
団
体
は
、
ど
ん
な
思
い
で
活
動
を
始

め
、
何
を
目
標
に
高
齢
者
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
紐
解

く
こ
と
で
、
新
し
い
高
齢
者
支
援
の
ヒ
ン

ト
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
支
援
で
き
て
い
る

の
は
、
前
橋
市
に
住
ん
で
い
る
人
の
う
ち

一
握
り
の
方
々
で
す
。
き
っ
か
け
さ
え
あ

れ
ば
、「
地
域
に
貢
献
し
た
い
」、「
高
齢

者
を
支
援
し
た
い
」
と
考
え
て
い
る
人
も

多
い
は
ず
。
臆
せ
ず
に
、
一
歩
前
に
踏
み

出
す
こ
と
で
、
思
い
を
形
に
し
て
み
ま
せ 

ん
か
。
誰
も
が
住
み
や
す
い
地
域
を
つ
く
っ 

て
い
く
た
め
に
は
、
あ
な
た
の
力
が
必
要

で
す
。 高

齢
者
支
援
に
関
す
る

取
り
組
み
事
例
紹
介

　前橋に４年ぶりの大雪が降った翌日、ともに90歳代
の夫婦２人で暮らすご自宅を訪問した。妻は、認知症の
影響で服薬管理も難しく、夫は体調が悪く床についてい
るため、頻回に訪問をしているお宅。まずは雪かきから
と思って到着すると、既に庭先から玄関まできれいに雪
は解けていた。「かけはし以外のどなたかが、お手伝い
してくれたのでしょうね。」と担当者の町田さんは笑う。
　介護保険がスタートした平成12年、制度では賄えな
いようなこと、その先を見据えた助け合いの取組みを始
めた。お弁当の配達や家庭ごみの搬出、夏は草刈り、冬
は大掃除や障子張りのお手伝いなど地域で困っている
ことに何でも相談にのり挑戦してきた。毎日の訪問を必
要とする人ほど制度で全てをやりくりするのは難しい。
１人の“生活を支える ”ために利用上限のある制度だけ
でなく、ちょっとプラスした気付きの支援をすることを
大切にしている。
　気に掛けてくれる支援の輪がかけはしの活動以外に

も広がっていることは間
違いない。ただ、関わる
人達にも高齢化の波は押
し寄せている。かけはし
で活躍するボランティア
の方々の中心は70歳代
で、将来継いでいく人材
が育っていない状況。ボランティアが無償から有償へと
変わりつつあるなか、金銭的な対価だけでなく、ボラン
ティアを社会が認め、育む仕組みづくりが、支援の輪を
広げるヒントになるのかもしれない。　　　　   （山田）

ＮＰＯかけはし
☎027‐261‐3955

事例 1

団体名称 主な活動

NPOかけはし 病院等への送迎、大掃除・障子張りなどの介護保険外
の援助、通院介助、入退院の準備

NPOハートフル
つつじ会

草むしり、庭木剪定、買物代行、軽作業などの高齢者
の困りごと全般

NPOつなぎ手 移動販売、ごちそうさま事業（地域での会食）、お互
い様事業（困りごと支援）
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　南橘地区を中心に高齢者などの困りごとの支援を
行っているのがNPO法人ハートフルつつじ会だ。今は
夫婦二人暮らしだが自分も必ず一人になる時が来ると
いう不安があり、市が開催するコミュニティービジネ
スセミナーの参加をきっかけに共感できる仲間４名が
諸田代表を中心に集まった。現在は登録会員13名で元
気に活動中だ。
　高齢者などは怪我や病気でなくても出来ないことが
少しずつ出てくるもの、善意だけでは限界があるがビ
ジネスの要素を取り入れれば続けられると活動を開
始。植木の手入れや草刈りなどが中心だが、ガラス拭
きや家の中のちょっとした困りごとも、いくつかまと
めて30分程度になれば対応可能となっている。
　プロの仕事には及ばないが、高齢者はコストを抑え
たエコな生活を求めていることが多く、かえって質よ
りも安価であるかどうかが問われていると感じてい
る。その分、アフターフォローすることで信頼関係を

継続できるように利用者との対話をとても大切にして
いる。対話することで活動内容も改善できるし、状況
の変化によっては連携できる機関やサービスへ繋ぐこ
とも可能。
　ニーズは確実にあるので活動を広げたいが、仲間が
まだまだ足りないため色々な技術や知識を持った共感 
できる同志をもっと増やしたいと熱意を語ってくれた。

（大崎 ）

　午後１時、食料品を積んだ
軽トラックが、小さな神社の
空きスペースに停まると、待
ちわびていたかのように３人
の高齢者が、次々と神社に集
合する。地域の商店が、徐々
に減っていく中、買物の頼みの綱は、子どもたちの存在
とつなぎ手が実施している移動販売だと、１人の高齢者
は言う。
　つなぎ手では、「困ったときにSOSが出せ、支え合い
ながら、安心して暮らせる地域づくり 」をモットーに、
会員制の助け合い活動を行っている。困りごとがあって
も、相談に行けない人に対して、初期段階での対応がで
きればと社会福祉士でもある内山代表が活動を始めた。
会員同士が助け合うことで、支援する側や支援される側
と決めつけず、それぞれができることで支え合える関係
をつくっていきたい。そんな思いに共感し、当初20人

だった会員は、立ち上げから２年半を経て60人を超え
るまでになった。
　平成29年秋からは、粕川町内の４か所に行政が支援す
る「はつらつカフェ」をオープンし、気に掛け合える関係
を作る取組みを始めている。この他にも、月１回「ごちそ
うさま事業」と題し、食を通じた交流にも力を入れている。
　移動販売車が停まる脇には、空き缶で作った灰皿と
小さな手作りのベンチが２つ。お天気の日には、ここに
座って小さな井戸端会議が始まる。移動販売も欠かせな
いけれど、こんなささやかな交流が、安心して暮らして
いける大きな原動力になっていると感じた。　　　（林）

ＮＰＯハートフルつつじ会
☎027‐269‐3650

事例2

ＮＰＯつなぎ手
☎027‐285‐4711

事例3
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　市役所の仕事の中で、こんなにもクリエイティブな
仕事は他にないかもしれません。
　第１層協議体である生活支援体制検討会議のメン
バーは着実に増え、日々つながりも広がっていること
を実感し、その都度、自分自身も喜びを覚えています。
　「きれいごと」だと思われるかもしれないこの取り
組みですが、誰かとつながり誰かの役に立てる喜びは
すべての人に共通する喜びだと思います。
　「一人の百歩より、百人の一歩！」小さな力が、今、
一つになり始めています。　　　　　　　　　   （林）

編集後記

生活支援体制検討会議（第１層協議体 ）のメンバー

地域住民の皆さまへ

 生活支援体制整備事業  
　P4 ～ P5 で紹介した「生活支援体制整備
事業」を各地域で展開しています。
　随時、地区ごとに制度の説明や研修を実施
しています。ご興味のある方は、社会福祉協
議会地域福祉課までご連絡ください。

 訪問型サービスＡ 
　総合事業の開始に伴い、ヘルパーとして働
くことのできる人の基準を緩和したサービス

（訪問型サービスＡ）を、前橋市では創設し
ました。市で実施する研修を受けることによ
り、これまでより短期間で安価に訪問介護の
従事者としての資格を取得することができます。
　随時、広報及びホームページでご案内して
おりますので、ヘルパーの仕事に興味がある
方や仕事をお探しの方は、前橋市介護高齢課
地域包括ケア推進係までご連絡ください。

企業の皆さまへ

 スペースの募集  
　本誌をご覧になり、総合事業の趣旨に賛同
し、高齢化社会に向けて企業として「貢献し
たい ! 」とお考えの場合は、前橋市介護高齢
課地域包括ケア推進係までご連絡ください。
　特に、地域の居場所として活用できるスペ
ースを募集してい
ます。具体的な利
用方法は、地域の
ニーズに合わせて、
一緒に考えさせて
いただきます。

●前橋市介護高齢課　地域包括ケア推進係
　☎027-898-6276

●前橋市社会福祉協議会　地域福祉課
　☎027-237-1112

募 集 し て い ま す

地域の活動
応援します!!
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